
～欣浄寺法語メール～２０１７年９月～

「観音菩薩」

新潟県上越市からメールをお届けします。

親鸞聖人が流罪となり３５才から数年間滞在

され、またご内室（妻）恵信尼（えしんに）

様が晩年過ごしご往生された地です。昭和３

１年、水田の中から樹齢６００年のこぶしの

古株とともに石塔が発見されました。恵信尼

様が生前建立された墓石と分かり、以来本願

寺国府別院のもと大切に護持されています。

ただいま、来年の欣浄寺親鸞聖人７５０回大

遠忌法要記念研修旅行にご参加の皆さまとと

もに廟所でお勤めをし、恵信尼様をお偲びし

ました。

大正１０年本願寺で発見された恵信尼さま

から末娘の覚信尼（かくしんに）様へのお手



紙の中で、「あなたのお父様親鸞聖人を観音

菩薩の化身として心の中でお敬いしていまし

た」とつづってみえます。苦楽をともにされ

た親鸞聖人と恵信尼さまが「当相敬愛」＝仏

説無量寿経の言葉（まさにお互いに敬い愛し

あう）の結婚生活を送られたことがうかがえ

ます。

観音菩薩とは相手の立場を１００％優先す

る方、「あなたの幸せが私の幸せです。あな

たが幸せでなかったら私も幸せになりませ

ん」という心を持った方です。親鸞聖人と恵

信尼さまが過ごされた越後の大地に立つと、

今日最終回を迎えたＮＨＫ朝ドラ「ひよっこ」

の主人公谷田部みね子のセリフ「誰かの幸せ

は、いろんなところにつながっていくんです

ね」が浮かんできました。８００年の時を越



えて今、私たち一人ひとりにお二方の幸せが

つながっているようです。


